第３学年　学級活動指導案
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　平成28年6月29日（水）２校時
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　 　　沖縄市立美東小学校 ３年４組36名
指導者　山城　マサエ
１　題材名　「チームワークの大切さ」
内容：(２) ウ　望ましい人間関係の形成　　【ＰＡ：パイプライン】
２　題材について
（1） 児童の実態
これまで、いくつかのＰＡを取り入れながら学級活動（２）の授業を行ってきた。活動の様子から、

全体的に協力しながら課題解決をしている。しかし、ペアをつくる際に男女を意識して男同士、女同士で組んだり、自分の意見を伝えることを控えたりする児童が見られる。男女分け隔てなく活動でき、また控え目な児童が安心して意見を言える学級環境になるようにＰＡの取り入れ方を工夫したい。
（2） 題材設定の理由
望ましい人間関係の形成を活動内容として設定するにあたり、玉を転がすことに夢中になるうちに

みんなで一緒に協力する楽しさと人と関わる楽しさを実感できるＰＡ「パイプライン」を用いる。

[image: image1.png]


「パイプライン」は、メンバーとパイプをつなげながら玉をゴールに運ぶというシンプルなアクティビティーであるが、フル回転でとり組む状況に追い込まれ、全員の積極的な参加が求められるため、一致団結が求められる。玉を落とさないようについ真剣になり、ドキドキしながら自然とコミュニケーションがとれるよさを体験的に学べる題材であるため、友だちとの関わり方によい変容が期待できる題材だと考える。
（3） 研究テーマとのかかわり
ＰＡが大切にしている「フルバリューコントラクト」（自分を含め、お互いを尊重し合うという約束）がある環境をつくり、研究テーマである「よりよい人間関係を築こうとする学級」を目指したい。そこで、「学級目標」の達成を意識することで、よりよい人間関係を築き、安心できる環境づくりを図る。取り組みにあたり、「学級目標」の達成をみんなで協力して進めることを児童と確認した。「学級目標」を意識する工夫として、目標達成に必要である具体的な言動を模造紙に書き込み「パワーアップ作戦シート」の名称でいつでも目に留まるよう掲示する。しかし、３学年の児童が「パワーアップ作戦シート」に書いてある言葉を常に意識することは難しく、飾り的な掲示物になりかねない。そこで、学校生活で活動の際必要なときに「パワーアップ作戦シート」の中から大切だと思う言葉を各自一つ選び、意識しながら課題解決に挑ませる。３年４組にとって大切にしたい言動「パワーアップ作戦シート」をみんなが守る約束として根付くことで学級が安心できる場となる効果をねらいたいと考える。　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
３　第３学年及び４学年の学級活動（２）の評価規準
	観点　
	集団活動や生活への
関心・意欲・態度
	集団の一員としての
思考・判断・実践
	集団活動や生活への
知識・理解

	評価規準
	　課題解決に協力することに関心をもち，話し合いながら意欲的に課題に取り組もうとしている。
	　課題解決に必要な目標を考え「ﾊﾟﾜｰｱｯﾌﾟ作戦ｼｰﾄ」から選ぶことができ、課題に対する取組を具体的に考え、判断し、実践している。
	　課題解決をめざし、協力の大切さを知り，そのための自分の関わり方について理解している。


４　事前の活動
　　前時に作成した「ﾊﾟﾜｰｱｯﾌﾟ作戦ｼｰﾄ」に記入した全員分の「学級目標達成に必要な言動」を一覧表にしたプリントを配布し、家庭で音読に取り組ませることで、活動をする際の目標への意識を高めておく。
５　本時の指導
　(１)ねらい
1 協力して課題に取り組む楽しさを体験する。

2 よりよい人間関係を築くために大切なことを気づかせる。

(２)本時の展開　　（ＰＡ：プロジェクトアドベンチャーの略）
	　
	児童の活動
	指導上の留意点（準備）
	目指す児童の姿と評価方法

■ＰＡの効果

	導入５分

展開
25分

終末
15分
	１ 本時のめあてを知る。

２ 「パイプライン」のやり方を知る。

３ 作戦を話し合う｡

４ グループで目標個数を決める。

５　チャレンジ１回目
６ 各グループの玉の数を発表する。

７ 作戦を話し合う

８ チャレンジ２回目
９ 各グループの玉の数を発表する。
10 振り返り
・感想を発表し、互いに聞き合う。

	　　　　　　　　　
・「パイプライン」の課題解決には、話し合って協力し合うことが大事であることを伝える

・学級を５つのグループに分ける。（７～８人）
・ルールの説明のあと質問があるか確かめる。

・各ｸﾞﾙｰﾌﾟの先頭の児童を出し簡単にﾚｸﾁｬｰする。
・各ｸﾞﾙｰﾌﾟにパイプ、玉を配る。(１人各１つ)

（準備：B４画用紙縦半分サイズ、玉を人数分、
バケツ・フラフープをグループ分）

・どうしたらうまく運べそうか話し合わす

・各グループの玉を運ぶ目標数の合計が学級全体の目標の数とすることを確認する。

・ルールの勘違いは全体を止めて確認する

・目標の数は変更してもよいことを伝える。

・目標に無理はないか考えさせる。

・ルールを守っているグループをほめる。

・話し合いを大事にさせる声かけ

・活動中、対立があっても見守り安全管理に徹する。
・目標の数は適当だったか、目標を達成するためにどんな工夫をしたかを考えさせる。
・感想を発表させる。

・「チームワークよくできましたか？」→「理由は？」

・「ルールを守れましたか？」→「理由は?」
・「うまくいった時（いかなかった時）みんなどうしていた？」

・「感想で楽しかったと答えた人･･･理由は？」
	PA：パイプライン

■チームワーク、目標達成、
人格の成長
■玉を転がすことに夢中になるうちに、協力して課題に取り組む楽しさを体感する。
【思考・判断・実践】
・お互いの考えを伝え合い、協力しながら「パイプライン」を楽しむ。
（ワークシート・観察）
【関心・意欲・態度】
・活動を通して、よりよい人間関係を築くために大切なことに気づくことができる。
（ワークシート・観察）




６　事後の活動
　　短学活（帰りの会）で授業の振り返りをする時間を設定する。（ワークシートに記入）
授業の活動を振りかえるだけではなく「パワーアップ作戦シート」の言葉を意識して活動したかも振り返る。学級目標を達成するために、具体的に必要なことや大切にしたい新たな「気づき」を「パワーアップ作戦シート」に書き足し、学級と一緒に内容を成長させながら、継続した取り組みとし、授業や学校生活につなげていく。
７　パイプラインのやり方　　　　　　　　　　　　　　

８　「パイプライン」の設定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　






９　メンバー表

	
	Aグループ
	Bグループ
	Cグループ
	Dグループ
	Eグループ

	１
	
	
	
	
	

	２
	
	
	
	
	

	３
	
	
	
	
	

	４
	
	
	
	
	

	５
	
	
	
	
	

	６
	
	
	
	
	

	７
	
	
	
	
	

	８
	
	
	
	
	


　　　　　　　　　　　　　　　　
　
※名前が書いてある資料は、取り扱いに気を付けてください。　
　

☆「パイプライン」はみんなで話し合い、EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(きょうりょく),協力)しないとうまくいきません。

★「パイプライン」にひつようだと思う言葉を「パワーアップ作戦シート」からEQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(えら),選)んで書いてください。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
☆あなたのEQ \* jc2 \* "Font:HGP創英角ﾎﾟｯﾌﾟ体" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(きも),気持)ちに近い数字に○をつけてください。
1 　あなたは、かつどう中に、自分の思っていることや考えていること

を言えましたか？


2 　あなたは、かつどう中に、友だちの考えや　いけんを聞くことができ

ましたか？

3 友だちは、かつどう中に、あなたの考えや　いけんを聞いてくれましたか？

4 あなたは、かつどう中に、友だちをたすけたり、はげましたりしましたか？

5 友だちにしてあげたことを　書いてください。



6 かつどう中に友だちは、あなたをたすけたり、はげましたりしてくれましたか？

7 友だちにされて　うれしかったことを　書いてください。



8 あなたは「パワーアップ作戦シート」の中からえらんだ　かつどうにひつような言葉
を今日の「パイプライン」でがんばれたと思いますか？




　　

「パイプライン」やって　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　です。
　　　その理由は、
　　


新しく つけくわえたいことは、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　です。
　　　　　その理由は、
※名前が書いてある資料は、取り扱いに気を付けてください。　　　☆事前に配布し家庭で音読させた☆
★★学級目標パワーアップ作戦→「パワーアップ作戦シート」★★
名前　　　　　　　　　　　　　　　　　
☆学級目標達成している3年４組をイメージしてポーズ！！その中に大切な言葉を書きました。→ﾊﾟﾜｰｱｯﾌﾟ作戦ｼｰﾄ☆みんなが考えてくれたことを守ると きっと3年４組はもっともっとカッコイイすてきな学級になります。

☆どんな言葉が書いてあるかしっかり読んでください。（1人1人の言葉は全部、3年4組みんなの大切な言葉です。）

	番号
	名　前
	「パワーアップ作戦シート」に書いた言葉
	名 前
	「パワーアップ作戦シート」に書いた言葉

	１
	
	弱い者いじめをされている子をたすける
人の物をとらない

うそをつかない
	
	できない事をチャレンジする　

教室を走らない　　安全なあそびをする
食べ物をそまつにしない　しせいよくする

	２
	
	じゅぎょう中後ろをむかない？
弱い者いじめをしない　男女仲よく
先生の話をしっかり聞く
	
	学級もくひょをまもって友だちと仲よくする

じゅぎょう中後ろをむかない勉強して楽しくくらす

こまっている人がいたら話を聞く

	３
	
	人をいじめないで　仲よくする
交通安全を守る　楽しいクラス
	
	みんな仲よくしてべんきょうもがんばる
先生の話を聞く　みんなにやさしくする

	４
	
	すぐ答える　なんでもしんけんにする
	
	ひきょうなことをしない　ルールを守る
クラスだけであそばないでちがう人とあそぶ

	５
	
	言葉づかいに気をつける　

言われたことをすぐやる
	
	学校のルールを守る　心あたたかく　やさしく
しつもんされたら　ちゃんと答える

	６
	
	人の物を勝手にとったりしない

	
	弱い者いじめをしない　自分の物には名前を書く
ルールをきちんと守る3年4組

	７
	
	　進んであいさつをする
にがてな勉強をする　みんな　仲よくする
	
	話をよく聞く　たすけあう
いつも笑顔

	８
	
	ふざけない　しゃべらない　

何でもルールを守る
	
	わる口を言わない

	９
	
	人の話にすぐ答える？
はきはきと　大声を出す
	
	けんかをしない　　　正直に言う
何でもチャレンジする

	10
	
	安全を守る
あきらめない
	
	男子は女子に、女子は男子にやさしくする
「できない～」「だめだ～」があってもチャレンジする。じゅぎょう中はしんけんに

	11
	
	正直にいう　しゃべらない
	
	わる口を言わない　みんなと仲よくする

	12
	
	仲間はずれをしない
	
	あいさつを大きな声で

	13
	
	けんかしない
しゃべらない
	
	言葉づかいを気を付ける　人の名前であそばない　

当番やそうじをちゃんとやる

	14
	
	すなおになる　しゃべらない
	
	人にやさしくする

	15
	
	しゃべらない　どりょくする
	
	親切にたすける　人がいやがることをしない
できない事をチャレンジする

	16
	
	せいりせいとん　　しゃべらない
	
	ろうかを走らない　先生の言うことを聞く　

人をバカにしない

	17
	
	持ち物に名前を書く　物をなげない　けらない　こどりしない　　人をみすてない
パンチしない　じゅんび時間はあそばない
	
	物をなげない　物に名前を書く　

あぶないことをしない
字をきれいに書く

	18
	
	なかよくする
	
	なかよくする


研究テーマ


よりよい人間関係を築こうとする学級をめざして


～プロジェクト・アドベンチャー(PA)のよさを取り入れた学級活動を通して～








『チームワークのみせどころ』


「ルールをまもり　みんなで協力する」








時間があれば


・「パワーアップ作戦シート」の中で今日の活動でどの言動が必要かを２，３人に発表させる。


・「学級目標」の何がパワーアップしたかを考えさせる。





１　画用紙をパイプの形にしてつなげ、玉を落とさないようにゴールのバケツまで運ぶ。


２　時間内にいくつの玉を運べるかと、ルールを守れるかにチャレンジする。


３　玉にさわれるのはスタートの時と、玉をひろう時だけ。


４　玉を落としたり、玉が止まってしまったり また、パイプ内で玉がバックしたらスタートにもどり やり直す。


５　ゴールのバケツに入れる時に、はずんでバケツから出てしまったらスタートにもどり やり直す。


６　パイプに玉が乗っているときに、しゃがんだり立ったりすることはOK！玉を持っている人は歩いて進み、運ぶことはできない。


７　玉を止めるためにパイプの先の方を折り曲げたり、指で押さえたりしない。


８　玉を落としても制限時間内であれば何回でもチャレンジできる。








スタート


（フラフープ）








ゴール


（バケツ）








PA「パイプライン」のふりかえり





☆授業終了後　短学活で「振り返り」を実施する。☆





　3年4組　　　番　名前　　





まったくそう�EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おも),思)�わない 


あまりそう�EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おも),思)�わない


少しそう�EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おも),思)�う


とてもそう�EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おも),思)�う
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授業終了後　短学活で「振り返り」を実施する。





★「パイプライン」をやったあとの気もちと　その�EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(りゆう),理由)�を書きましょう★








★「パイプライン」をやって気づいたことで「パワーアップ作戦シート」につけくわえたい


ことがある人は書いてください。


�EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(りゆう),理由)�も書きましょう★











